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平成２３年第６回国立大学法人旭川医科大学役員会議事要旨 

 

 

１．日 時 ： 平成２３年６月２２日（水） ８：４０～９：３１ 

２．場 所 ： 第二会議室 
３．出席者 ： 吉田 晃敏学長，笹嶋 唯博理事，松野 丈夫理事，飯塚 一理事， 

竹中 英泰理事 

４．陪席者 ： 宮森 雅司監事，伊藤事務局長，太田学長政策推進室長，佐藤監査室長， 

中村総務部長，髙橋病院事務部長，石ケ森教務部長，山内総務課長， 

藤井企画評価課長，今田会計課長，中西施設課長，髙橋学生支援課長， 

堤総務課長補佐，松井総務係長，山村総務係主任 

 

 

議事に先立ち，学長から，第５回役員会（平成２３年５月１８日開催）の議事要旨が

諮られ，これが了承された。 

 

議 題 

１．平成２２事業年度に係る業務の実績に関する報告書（案）について 

本件について，学長から発議があり，平成２２年度の年度評価で提出が求められ

ている業務実績報告書について，第２期中期目標期間の開始に当たり，これまでの

評価方法が見直され，提出様式等が簡素化されている旨説明が行われた。 
次いで，藤井企画評価課長から資料１に基づき説明の後，審議の結果，原案のと

おり了承された。 
なお，学長から次のとおり付言があった。 
①本報告書は，本日の教育研究評議会において審議され，今月末までに国立大学

法人評価委員会へ提出すること。 
②国立大学法人評価委員会によるヒアリングが，８月に予定されていること。 
③評価結果は，平成２３年１０月中旬に，通知・公表される予定であること。 

 

２．平成２２事業年度決算について 

本件について，平成２３年５月１８日開催の本役員会において，審議・了承を得

ているところ，会計監査人の監査で一部修正があり，修正箇所について審議願う旨

の説明があった。 
次いで，今田会計課長から資料２に基づき，①損益計算書②貸借対照表③キャッ

シュ・フロー計算書について説明の後，審議の結果，平成２２事業年度決算が了承

された。 
 

３．平成２４年度概算要求について 
本件について，学長から発議があり，次いで，今田会計課長及び中西施設課長か

ら資料３－１～２に基づき，次のとおり説明があった。 
   ①特別経費（プロジェクト分）は，〔大学の特性を生かした多様な学術研究機能の

充実〕の分野として２件を要求候補としていること。 
②基盤的設備等整備分については，研究設備２件，医療機械設備１２件，医療機
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械設備（長期借入金対象）５件を要求候補としていること。 
③施設整備事業関係では，講義実習棟の改修を２年計画のⅠ期目として要求し，

医学部定員増への対応や老朽施設の再生・耐震改修整備を行うこと。基幹・環

境整備の非常用自家発電設備を新規に更新要求すること。実験実習機器センタ

ー及び動物実験施設の改修，学部関連施設のバリアフリー整備を継続要求する

こと。 
④営繕事業関係では，中央機械室屋上の防水改修と医療情報棟の空調設備改修を

予定していること。 
  審議の結果，原案のとおり了承された。 

また，学長から，類似の設備や管理的設備をまとめて要求することの説明があり，

大学全体の要求順位や要求事項については，学長に一任願いたい旨が述べられ，こ

れが了承された。 

 

４．復職・子育て・介護支援センター（二輪草センター）規程等の一部改正について 

本件について，学長から発議の後，山内総務課長から資料４に基づき説明があり，

審議の結果，資料のとおり，「復職・子育て・介護支援センター規程」及び「医師・

看護師等の職場定着及び復帰支援推進委員会規程」を改正することが了承された。 
 
報告事項 

 １．学長報告 

学長から，次のとおり報告があった。 

 （１）第１期中期目標期間の業務の実績に関する評価結果について 

平成２３年５月２４日付けで，国立大学法人評価委員会から，第１期中期目標

期間の業務の実績に関する評価結果が通知されたこと。第１期中期目標期間中の

業務実績の状況は，「教育」の項目で達成状況が「おおむね良好」のほかは，６項

目すべてが「良好」と評価されたこと。また，当該期間の途中で指摘された課題

に対しても，改善に向けた取組が十分に行われたと評価され，第２期中期目標期

間に持ち越す指摘事項もないこと。この評価結果は，実績報告書等とともに本学

ウェブサイトで公表していること。 

なお，藤井企画評価課長から，資料５－１～６に基づき説明が行われた。 

 

（２）平成２３年度の会計監査人の選任について 

平成２３年度の本学の会計監査人について，資料６のとおり，文部科学大臣か

ら，これまでと同じく，新日本有限責任監査法人を選任した旨の通知があったこ

と。 

 

 （３）平成２２年度寄附金（５％拠出活用分）の決算報告について 

本学の教育研究及び診療の活性化を図るため，寄附金から拠出されている５％

分についての，平成２２年度の決算及び平成２３年度の事業計画は，資料７のと

おりであること。なお，今田会計課長から，資料７に基づき説明があった。 

 

（４）平成２３年度看護学科学生に対する奨学資金貸与者の決定について 

平成２３年度看護学科学生に対する奨学資金の貸与者が，資料８のとおり決定
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したこと。なお，昨年度卒業生の貸与者３４名のうち，今年度４月に，本院に，

常勤の看護職員として１６名を採用していること。 

 

 （５）東日本大震災に対する支援について 

髙橋病院事務部長から，東日本大震災に対する医療救護班の派遣に関して，北

海道からの連絡によると，旭川医科大学への派遣要請は予定していないこと。北

海道から宮城県気仙沼市への派遣は，既に終了しており，岩手県の２か所につい

ても，６月で終了すること。 

 

（６）病院情報管理システムに関する訴訟について 

髙橋病院事務部長から，本学が提訴した訴訟について，平成２３年５月２４日

（火）に，旭川地裁で第１回口頭弁論が行われ，本学が提訴した事件とＮＴＴ東

日本が提訴した事件は，弁論が併合され，今後は１つの法廷で審理されること。

本学が訴えた事件を「第１号事件」，ＮＴＴ東日本が訴えた事件を「第２号事件」，

また，本学を原告，ＮＴＴ東日本を被告と呼称すること。ＮＴＴ東日本は，本学

の請求棄却を求め，争う姿勢であること。 

 

次回の開催予定 

学長から，理事の任期は２年であり，平成２３年６月３０日までであること。次期

の理事は，学長が指名し，７月１３日（水）午前８時３０分から，次回役員会を開催

すること。 
 

                                                                        以上 
 


